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【手続補正書】
【提出日】平成21年4月27日(2009.4.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　心臓デバイスであって、
　心臓電極を含み、一心周期中にペーシングパルスを左心腔及び右心腔に送出した後に心
電図信号をそれぞれ感知するように構成された感知回路と、
　前記感知回路に結合され、前記心電図信号の特性に基づいて左心腔捕捉のみ、右心腔捕
捉のみ及び両心腔捕捉のうちの少なくとも２つを区別するように構成されたプロセッサと
、
　を含む、心臓デバイス。
【請求項２】
　心臓デバイスであって、
　心臓電極を含み、一心周期中にペーシングパルスを左心腔及び右心腔に送出した後に心
電図信号をそれぞれ感知するように構成された感知回路と、
　前記感知回路に結合され、前記心電図信号の特性に基づいて左心腔捕捉のみ、右心腔捕
捉のみ及び両心腔捕捉を区別するように構成されたプロセッサと、
　を含む、心臓デバイス。
【請求項３】
　心臓デバイスであって、
　心臓電極を含み、一心周期中にペーシングパルスを左心腔及び右心腔に送出した後に心
電図信号をそれぞれ感知するように構成され、且つ、更なる心電図信号を感知するように
構成された感知回路と、
　該感知回路に結合され、且つ、前記心電図信号の特性に基づいて左心腔捕捉のみ、右心
腔捕捉のみ及び両心腔捕捉のうちの少なくとも２つを区別するように構成されたプロセッ
サとを有し、このプロセッサは、前記心電図信号の特性に基づいて左心腔捕捉のみ、右心
腔捕捉のみ及び両心腔捕捉のうちの少なくとも２つを区別するように構成されている、
　心臓デバイス。
【請求項４】
　前記感知回路は、左心腔の血管内及び右心腔に一されるようになっており、また、感知
回路は、左心腔電極及び右心腔電極を用いて心電信号を感知するように構成されている、
　請求項１～３のいずれか１項に記載の心臓デバイス。
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【請求項５】
　前記プロセッサが、前記心電図信号を１つ以上のテンプレートと比較するように構成さ
れており、各テンプレートが左心腔捕捉、右心腔捕捉及び両心腔捕捉のうち少なくとも１
つに関連する、請求項１～４のいずれ１項に記載の心臓デバイス。
【請求項６】
　各テンプレートが、左心腔捕捉、右心腔捕捉又は両心腔捕捉の状態において予期される
前記心電図信号の特性に関連する１つ以上の検出ウィンドウを含む、請求項５に記載の心
臓デバイス。
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